
医療にかかった費用や介護にかかった費用の自己負担額が高額になったとき、医療保険では「高額療養費」、介護
保険では「高額介護（予防）サービス費」として自己負担額の一部が支給されます。
しかし、「高額療養費」や「高額介護（予防）サービス費」の支給を受けても、なお多くの負担がかかる場合があ

ります。そのような世帯の負担を軽減するため、両方の自己負担額を合算して一定額を超えた分を「高額医療・高
額介護合算療養費」として支給します。

高額医療・高額介護合算療養費とは　
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７
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２
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７
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療
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あ
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。

医療費が高額になった場合
（国保・後期高齢者医療保険・社保など）
月の限度額を超えた自己負担額が「高額
療養費」として支給されます。

介護サービス費が高額になった場合
（介護保険）

月の限度額を超えた自己負担額が「高額
介護（予防）サービス費」として支給さ
れます。

同じ医療保
険の世帯内
で医療費と
介護サービ
ス費を合算

医療費と介護サービス費の合計が
高額になった場合

それぞれの月額の限度額を適用し
たあと、残る自己負担額を同じ医
療保険加入者で合算して世帯の自
己負担額の年額を計算します。そ
れが１年間の限度額を超えた分を
「高額医療・高額介護合算療養
費」として支給します。

令和元年８月～令和２年７月の限度額

高額医療・高額介護
合算療養費制度

■問　国保年金課国　保　係　☎（95）9891
医　療　係　☎（95）9892

高齢介護課介護保険係　☎（95）9889

所得
901万円超

所得区分

210万円以下

600万円超
901万円以下住民税

課税世帯 210万円超
600万円以下

住民税非課税世帯

67万円

141万円

212万円

34万円

70歳未満

60万円

現役並み所得者Ⅰ
一般
区分Ⅱ

現役並み所得者Ⅲ

所得区分

区分Ⅰ

現役並み所得者Ⅱ
67万円

19万円

212万円

70歳以上または
後期高齢者医療保険加入者

141万円

31万円
56万円

計
算
方
法
は
？

申
請
方
法
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防災対策が大事なのは分かりますが、毎日忙しくて手が回らないです。
何が一番大事でしょうか？

そうですよね。すぐに必要なものではないし、いざという時の備えって後回しになりがち
ですよね。
台風は事前に準備をする時間がありますが、地震は突然襲ってきます。その時に、まずケ
ガをしないようにしておくことが大事です。家具・家電の転倒防止にまずは取り組みまし
ょう。
家具や家電の転倒防止は、①ケガをしない、②避難経路をふさがない、③火事を起こさな
いためにとても有効な地震対策です。

なるほど。それから始めてみようかな。
整理整とんをしていらないものを置かないようにしておくことも効果があ
りそうですね。

そうですね。整理整とんも効果がありますよ。高い所に重たいものを置か
ない、生活上の動線に物を置かない。できることからコツコツと進められ
ると良いですね。

災害！そのときどうなるの？？災害！そのときどうなるの？？ ■問　防災課防災計画係
☎（95）9874

面倒！それでも大事な
家具・家電の転倒防止

今回のテーマ

・地震は突然襲ってきます。その時にケガをせず、無事でいることが最も肝心です。
・身の周りの家具や家電は地震の際には凶器になります。しっかり固定しておきましょう。
・整理整頓も立派な防災対策です。高い所に重たい物を載せるのはやめましょう。不要なもの
を処分してケガの元を減らしましょう。

市では高齢者の防災対策として、
家具の転倒防止のサービスを行っ
ています。詳しくは、ホームペー
ジで確認するか高齢介護課に問い
合わせてください。

Webで
詳しく 東京消防庁が、家具・家電の転倒

防止の具体的な有効策についてわ
かりやすくまとめているので参考
にしてください。

Webで
詳しく

ここがポイント！

家具類の転倒・落下・移動防止
対策ハンドブック
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